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Geology of the basin of the river Minamiogawa,
　　　　　Nagaoka-gun,Kochi Prefecture.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔緒　　　　言〕
　摺小川の流域は，高知県長岡郡大豊村の過半にあたり，東北方向延長14 km. 西北方向延長8 km
にわたる広域である．南小川は吉野川の支流である．本地域の地質については，広島大学小高文児
　　　　　　　　　　(1)教授の論述があるか，筆者は1954年, 1955年および19硲年に計約３週間の調査を行った結果から，
主として御荷鉾構造帯に属する本地域に貫入した火成岩を含む緑色岩類を中心にして報告する．調
査地域の位置は第１図に示すごとくであって，土讃線豊永駅下車.南小川主流に沿って大畑井まで
高知県交通バスの定期便がある．地理調
査所発行５万分の１地形図は「大栃」お
よび「本山」である．
　　　　〔１〕地質概説
　御荷鉾帯がこの地域を東西に貫き，北
部に結晶片岩の三波川附が，また南部に
は秩父累帯が分布する．御荷鉾帯の南縁
を劃する御荷鉾線が，梶力森の北斜面，
海抜1000 m 付近をほぼ東西に走り，東
北性の断層で階段状に南へずれている．
　匹南日本外帯においては，御荷鉾帯は
大崩壊統・別子統の変成岩類の南側に，
緑色岩類を特徴として発達し，三波川匿
?
rKM
１ 図
０　　　　100 ≪H
・．･乙
第
との区別が可能であるか，¨同］荷鉾”の名称を由来した関東山地の東部では，三波川・御荷鉾の両
者か相共に摺曲して入り乱れ，その区別が困難なので，藤本治義博士はこの両者を一しょにして長
瀞系と命名したことは周知のことである．
　本地域内の結晶片岩類は，石墨片岩であって，主に豊永駅から落合を経で問峯に至る県道の北に
あり，御荷鉾帯は下部に石墨千枚岩が見られるか，緑色岩類が主で，緑色千枚岩が発達し，その間
に輝緑岩・斑栃岩・蛇紋岩などの這入岩類が広く分布する．秩父累帯は，頁岩・砂岩の他珪岩・石
灰岩なども観察され，御荷鉾帯との区別は，三波川帯と御荷鉾帯との区別よりは容易であるか，南
大王南方の合流点付近のように区別困難な地点もある．御荷鉾帯中に認められる火成岩類は，御荷
鉾帯の擾乱帯に這入したかの感を与える．本地域内の地辻り・山崩れは，主として石墨片岩～千枚
岩・緑色千枚岩の発達するところに多い．
　断層は，地層の走向にほぼ･平行する東北東一問南酉に走るものと，南北性のものとか発達する．
前者は三波川帯・御荷鉾帯・秩父累帯のそれぞれ境界をなし，主流南小川はこの種断層群の或るも
のによって作られた断層谷を流れるものである．後者は多くの断層谷を形成して南小川の支流とな
っている．また，これらの断層線に緑色岩類逃入の傾向が見られる；　’
２
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　本地域における結晶片岩帯・一御荷鉾帯・秩父累帯の区別は，実際に岩相上から見ると甚だ困難で
ある．しかしここでは，南小川の主流沿岸およびその北西地域に分布する石墨一絹雲母片岩一千枚
岩をもってこれにあてた．落合付近その他に石灰質片岩一千枚岩様の岩相を呈する部分かあり，吾
川郡池川町付近その他の類似岩相から橋本清美氏は，押し潰された紡錘虫類を発見し，岩相より巡
かに若い秩父累帯下部層であることか明かにされたが，本地域のものについては紡錘虫類の発見は
出来なかった．しかし精査すれば発見の可能性はある．また，地域により石英片岩一千枚岩の観察
される部分もある．走向は，北部（西峯一野々峯）においては西北－東南性が卓越し，傾斜は東北，
中部（大滝・落合方面）では東西性のものが卓越し，落合付近に１本の背斜軸が考えられる．粟生
・西川方面の緑色千枚岩顛を挾んで南部（佐賀山・豊永駅方面）では，東北一匹南性の走向が卓越
し，傾斜は東南である．また，石英脈の細脈に貫かれ，黄鉄鉱の微晶を伴う部分かあ･る．
　　　　　　　　　　　　　　　　‥．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）本地域三波肺肝の層序については，小恋文児氏によれば，吉野川層群の三繩層の一部に属する．
また，石墨一絹雲母片岩一千枚岩のような変成岩類は，地辻りないし山崩れには極めて好都合の岩
石であって，本地城内でも至る所に発見布れる．南小川本支流々域の崩災については，中村慶三郎
　　　　　　　　　　　　（3J　　　●，｀.　　　　　　21博士の研究発表があるが，本地域三波川帯でも中内・柚ノ木付近のものは規模も相当大である．し
かし中村氏が指摘するように,∧|自山崩れが多く発達しているが，崩土は大体安定し，局部的な地辻
りが数力所に見られるのみである．な布i柚.ノ木については，中村氏は御荷鉾帯に属せしめている
か，筆者は第４図地質図の如･く，一応三波川帯に属せしめた．
　　　　　　　　　　　　　　　　〔３〕犬御　　　荷　　　鉾　　　帯
　緑色千枚岩類および塩基性ないし超塩基性火成岩類（輝緑岩・閃緑岩・蛇紋岩その他）が，調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●7¶･地域の中央を，ほぽ東北東一西南西に連り√過半の面積を占めて，本帯の主体をなし，また梶力森
北方の石墨千枚岩は，その下部層をなす虻のとして本帯に含ましめた．岩相上から三脚II帯との区
別は困難であったか，一応上記のように取り扱った・
　本帯の緑色岩類は，従来．堆積的な凝灰岩・粘板岩などのいわゆる青盤化作用による緑色千枚岩
と，輝緑岩その他塩基性ないし超塩基性火成岩類から成るとし，緑色千枚岩の更に動力変成度大な
るものを緑色片岩として取り扱９.て来たようで，筆者も目下のところこの妥当性の少くないことを
　　　　　　　　　　　　　　　　-I　　　I認めるものであるが，近年,においでは，‘これらをもってすべて這入岩であって堆積によるものでな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　ｄ）いという考え方が有力になって来!た．小島氏もその論文　において，御荷鉾緑色岩類はすべて貫入
岩起源のものと考えているよう’である／これにつき中村氏も，実際は凝灰岩などから変成した緑色
片岩類も相当に発達しているのでないかと疑われ，剥離性顕著な岩体は特にその疑いがあると述べ
ている．筆者もまた，次の理由によって，堆積的な凝灰岩・粘板岩などの青盤化に由来する緑色千
枚岩類の存在を考えたい／　　ト
　①　顕微鏡観察では緑色千枚岩は，這入岩なりとする判定か困難である．
　②　緑色千枚岩の方向性は，挟在する珪岩梱や石灰岩層の走向と一致し，その傾斜も平行である･
　　このことは緑色千枚岩か堆積によJるものと考え得る有力な根拠である．
　③　本地域の緑色千枚岩は，緑泥石が主体であるが，石英（石英派に非ず）を伴い，緑泥一石英
　　千枚岩と称すべきも’めも.あり，全’く伺一の方向性から成っている．また，厚さ数Ｃｍないし数
　　10 cm程慶の珪岩層と互層し，緑色岩の方向性と珪岩層の層理か一致するものもある．
　④　顕微鏡下で明かに火成岩とTし七その種類を鑑定し得る緑色岩には全然方向性なく，緑色千枚
　　岩には上記のような方向性があるご∧
　⑤　久生野東方で，呟武岩ないjし輝緑岩質め枕状熔岩が観察された･（第２図参照）．
　　　　　　　　　　　高･:知ｽ･県長岡羽南小1111附近の地質ゾ（沢村）　　　　　　　３
　⑥　中村博士ぱ，他地区において，方向性のある石墨千枚岩とﾌ緑色岩類との境界付近で，緑色岩
　　類に抱かれた石墨千枚岩を観察し，これを捕獲岩xenolith iした．しかし，これはslumped
　　rockとして説明し得るものかも知れない．また，同じく他地区において同博士は，石墨千枚岩
　　中に這入した形の方向性のある緑色岩類の観察を述べているが，これについては筆者は未見で
　　あるので，果してどのようなものか，堆積によって説明できないもめか，今のところ何とも断
　㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　１　１　　　●　定することが出来な’い.ヽとにかく本地域においては，同博士の述べるような観察はなし得なか
　　った.
　,⑦　緑色千枚岩と塩基性火成岩類との関係は，本県秩父累帯中に広く観察される輝緑凝灰岩に，
　　外観からは区別がつきにくいか，顕微鏡で観ると，這人性のものと堆積性のものがあるのと似
　　たような関係ではあるまいか．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　⑧　要するにこれらの緑色岩類は，御荷鉾帯のshear zone へ這入した塩基性ないし超塩基性火
　　成岩類々堆積岩の骨盤化作用によ,る緑色千枚岩類より成るものと断ぜざるを得ない．かかる例
　　は，本県の他の地域における御荷鉾帯のshear zone においても観察している．・
ｊ本帯は，三波川帯と異り，いたる所に珪岩層や層理の明かな石灰岩層が分布し，これらの走向・
傾斜は，上述のように，緑色千枚岩類の方向性と一致している．背斜軸・向斜軸が至る所に観察さ
れ，蔭の南方では複褐曲も見られる．
　塩基性ないし超塩基性岩類については，小島氏によれば，主要岩石は普通輝石（しばしばチタン
輝石）を主とするソーシューノレ石斑垢岩およびそれに緑色岩mineralizationの加わった変種（変
斑栃岩類meta-gabbroes)であるとし，中村氏は，変角閃岩meta･ｈ・rnblendite ・縁廉石緑泥片
岩epidote･chlorite-schist ・変輝緑岩meta･diabase ・滑石緑泥石岩talc･chlorite･rock ・ 陽起石
緑泥片岩actinolite･chlorite･schist ・陽起石緑泥石岩actinolite･chlorite･rock ・変斑栃岩～変輝
緑岩meta･gabbro～meta･ｄｉａｂａＳｅ,･石英緑廉石岩quartz･epidote･rockなどをあげているか，
何れも前記文献に詳しい．
　筆者も，これらに.ついて輝緑岩・斑栃岩（室戸岬の斑栃岩のように巨晶のものかある）・蛇紋岩
などの他に，一般に斜長石がソーシュノレ石化作用saussuritizationを受けて変質し,｀変輝緑岩・変
斑栃岩などを観察した．また，至る所石英脈・方解石脈の細脈の貫入を受け，石英脈には緑廉石を
伴うものあり，或はこれに伴って黄鉄鉱・黄銅鉱の微晶を胚胎している場合がある．要するにこれ
ら火成岩類は，本帯のshear zone における断層線やfissureなどの弱線に沿って，しかも回を重
ねて這入したものである．このshear zone 形成の変動が始まってから後，そして変動の終らない
前に這入したものであろう．
　緑色岩類は，地辻りないし山崩れには，三波川帯以上に都合がよく，西川南方・南大王北方・蔭
付近のような大規模な崩壊は皆この地域のものである．単に岩質だけでなく，構造上，すなわち緑
色千枚岩と石墨千枚岩の境が断層となり，断層面から滑落して前者か崩壊したあとへ後者が崩壊し
た例が粟生付近で認められたのもその一例であるが，弱維が四通八達することは，地辻りないし山
崩れに好条件である．とにかく，本帯においては，広域にわたり無数の崩壊跡が見られ，なかにも
行動性のものもあり，特に蔭付近（第３図参照）・阿川付近の地辻りは，大規模行動中の代表的の
ものである．
　なお男４図地質図に示した塩基性ない,し超塩基性火成岩類の分布については，冒頭にも述べたよ
うに，かなりの広域にわたる上に，海抜1400 m lを越す高峯が周辺に巡り，このような自然制約に
加えるに，調査日数に制約があったため，その踏査はほぽ全域にわたったとはいえ精査に至らず，
従ってさらに日時をかけるならば，図に記入した以外の地域（主として緑色千枚岩地域）にも相当
多く発見されたであろう．
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　調査地域の南部を占める;.砂岩・頁岩,･珪岩などから成り，特に珪岩の多くなったことが目立つ．
この珪岩には，酸化マンガンを伴うところかある．走向は，ほぽ東北東一西南西，傾斜は南が過牛
　　　　　　　　　　●　　　　ｒ　ｌ　ｌ　，　　　･１であるが，背斜軸が観察されるこ化布特比紡錘虫などの示準化石を含む石灰岩層は見出すことは出
来なかったが，岩相上から下部秩父系として取り扱って差支えないようである．また，地質図に示
すように，所々にこれらの母岩の.青盤化か見られた．　　　　　　　　　　’
　本帯においては，地辻り，山崩れによる崩壊は，最も少いが，それでも至る所小規模のものか見
られた．特に，鉢力森から東北に連る大珪岩地帯の南緑をなす断層線に沿って，頁岩地帯の側に，
山崩れの集中しているlところがある／その付近には多少の青盤ｲﾋﾞが見られる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ｀〔５〕結　　　語
　１．南小川本支流々域は，北がら三波川帯・御荷鉾帯・秩父累帯に分けられる．三波川帯は，石
墨一絹雲母片岩一千枚岩，御荷鉾帯は,･緑色千枚岩および塩基性ないし超塩基性火成岩，秩父累帯
　Ｉ　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　１　　　　・は頁岩・砂岩・珪岩より成る，二に ｀＼
　１　　　　　　　　　　　　　，　　　．　．２．御荷付構造帯は，主として緑色岩類よ力成るが，これらはすべてが逆入岩類ではなく．塩基
性ないし超塩基性の火成岩類ど，凝灰岩・粘板岩などの骨盤化,に由来する緑色千枚岩とより成り，
　．　　　　　　　　　　　　　　　ｆ　　　ｌ面積では後者が過半を占めるし ・し　レ
　乱　御荷鉾構造帯の火成岩類は，節緑岩’･斑栃岩・蛇紋岩・変節緑岩・変斑幅岩などより成る；
これらは，本帯のshear zone ’に這入したものである．
　４．　崩災については，御荷鉾帯が圧倒的に多く，現在行動中の大規模の地辻りもある．三波川肝
　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　IIl　　　　　　　　　　　　jは，旧山崩れが多く発達しているか崩土は大体安定しているに秩父累帯は最も少く，規模も小さ
い．　　　　　　　　　　　　　，　　　　ノ
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　(1)Ｔｈｅ basin of the river Minamiogawa is devided into Sambagawa, Mikabu and
Chichibu Zones from north to south. Scmbcgawa Zone consists of graph ite~ sericite
schist～phyllite, Mikabu Zone of green phyllite and ultrabasic～basic igneous rocks, and
Chichibu Zone of shale, sandstone and quartzite.　　　　　　　　　　　　　　j
　(2) Mikabu Tectonic Zone　consists mainly of Green Rocks. These rocks are not a11
intrusive, some being ultrabasic～basic igneous rocks and other green phyllitic rocks.
These green phylliticrocks are tuff, clayslate etc. metamorphosed by Ｃｈ!oritizationand
other actions, and compose tJiemost part of the area.
　(3) Intrusive igneous rocks in Mi kabu Shear Zone are diabase, gabbro, serpentine,
meta-diabase, meta･gabbro etc.
　(4) Land creeps and landslides in Mikabu Zone are　more numerous and on ａ bigger
scale than in Sambagawa and Chichibu Zones. At Nishigawa and Kage, large scale land
creeps are in action.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
(Received September 29，1958)

第２図　　久生野東方における枕状熔岩
第３図　　蔭　に　お　け　る　崩　災
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